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市
内
に
は
、
心
身
に
障
害
の
あ
る
人
が
約
４
０
０
０
人
暮
ら

市
内
に
は
、
心
身
に
障
害
の
あ
る
人
が
約
４
０
０
０
人
暮
ら

し
て
い
ま
す
。
障
害
の
あ
る
人
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
が
、

し
て
い
ま
す
。
障
害
の
あ
る
人
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
が
、

多
く
の
人
が
、
個
性
を
生
か
し
、
働
く
こ
と
で
自
立
し
よ
う
と

多
く
の
人
が
、
個
性
を
生
か
し
、
働
く
こ
と
で
自
立
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。

市
は
、
農
業
団
体
や
福
祉
団
体
な
ど
の
関
係
機
関
と
「
名
張

市
は
、
農
業
団
体
や
福
祉
団
体
な
ど
の
関
係
機
関
と
「
名
張

市
障
害
者
ア
グ
リ
雇
用
推
進
協
議
会
」
を
設
立
し
、
障
害
者
の

市
障
害
者
ア
グ
リ
雇
用
推
進
協
議
会
」
を
設
立
し
、
障
害
者
の

農
業
分
野
で
の
雇
用
、
就
業
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

農
業
分
野
で
の
雇
用
、
就
業
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
号
で
は
、
協
議
会
の
取
組
み
の
一
つ
で
あ
る
農
業
ジ
ョ
ブ

今
号
で
は
、
協
議
会
の
取
組
み
の
一
つ
で
あ
る
農
業
ジ
ョ
ブ

ト
レ
ー
ナ
ー
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

ト
レ
ー
ナ
ー
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

農
業
ジ
ョ
ブ
ト
レ
ー
ナ
ー

固定資産税（3期）　国民健康保険税（6期）12月の納税（納期限…12月 26日月） 　収納室　  63‐7439

1212月月33日日～ 9～ 9日日はは
障害者週間障害者週間

高
齢
・
障
害
支
援
室 
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▲農業ジョブトレーナーに見守られる
中、収穫体験する伊賀つばさ学園の生徒

こ
れ
は
、
農
業
分
野
で
の
「
就
業
者

こ
れ
は
、
農
業
分
野
で
の
「
就
業
者

の
高
齢
化
」「
後
継
者
、
担
い
手
の
不

の
高
齢
化
」「
後
継
者
、
担
い
手
の
不

足
」「
耕
作
放
棄
地
の
拡
大
」
と
い
っ

足
」「
耕
作
放
棄
地
の
拡
大
」
と
い
っ

た
課
題
と
、「
雇
用
率
が
低
い
」「
就
労

た
課
題
と
、「
雇
用
率
が
低
い
」「
就
労

の
選
択
肢
が
少
な
い
」「
工
賃
が
安
い
」

の
選
択
肢
が
少
な
い
」「
工
賃
が
安
い
」

と
い
っ
た
障
害
者
雇
用
の
課
題
が
あ
る

と
い
っ
た
障
害
者
雇
用
の
課
題
が
あ
る

中
で
、
農
業
経
営
と
障
害
者
の
労
働
力

中
で
、
農
業
経
営
と
障
害
者
の
労
働
力

を
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

を
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

協
議
会
で
は
、
平
成

協
議
会
で
は
、
平
成
2121
年
度
か
ら
毎

年
度
か
ら
毎

年
、
農
業
ジ
ョ
ブ
ト
レ
ー
ナ
ー
養
成
研

年
、
農
業
ジ
ョ
ブ
ト
レ
ー
ナ
ー
養
成
研

修
会
を
開
催
し
、
障
害
者
を
受
け
入
れ

修
会
を
開
催
し
、
障
害
者
を
受
け
入
れ

る
農
家
の
負
担
を
減
ら
し
た
り
、
障
害

る
農
家
の
負
担
を
減
ら
し
た
り
、
障
害

者
の
就
労
を
支
援
し
た
り
す
る
「
農
業

者
の
就
労
を
支
援
し
た
り
す
る
「
農
業

ジ
ョ
ブ
ト
レ
ー
ナ
ー
」を
育
成
。
現
在
、

ジ
ョ
ブ
ト
レ
ー
ナ
ー
」を
育
成
。
現
在
、

2121
人
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

人
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

協
議
会
が
主
催
す
る
農
業
就
労
体
験

協
議
会
が
主
催
す
る
農
業
就
労
体
験

障
害
者
の
雇
用
の
場
と

障
害
者
の
雇
用
の
場
と

し
て
期
待
さ
れ
る
農
業

し
て
期
待
さ
れ
る
農
業

障
害
者
が
地
域
で
自
立
し
て
生
活
す

障
害
者
が
地
域
で
自
立
し
て
生
活
す

る
た
め
に
不
可
欠
な
の
が
、
雇
用
の
充

る
た
め
に
不
可
欠
な
の
が
、
雇
用
の
充

実
で
す
。
そ
の
た
め
に
市
は
、
平
成

実
で
す
。
そ
の
た
め
に
市
は
、
平
成
2020

年
４
月
に
「
名
張
市
障
害
者
人
材
セ
ン

年
４
月
に
「
名
張
市
障
害
者
人
材
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置
し
、
就
労
支
援
に
努
め

タ
ー
」
を
設
置
し
、
就
労
支
援
に
努
め

て
い
ま
す
。
し
か
し
、景
気
低
迷
の
中
、

て
い
ま
す
。
し
か
し
、景
気
低
迷
の
中
、

企
業
の
障
害
者
雇
用
の
状
況
が
悪
化
し

企
業
の
障
害
者
雇
用
の
状
況
が
悪
化
し

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
障
害
者
の
特
性

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
障
害
者
の
特
性

に
あ
っ
た
新
た
な
雇
用
の
場
が
求
め
ら

に
あ
っ
た
新
た
な
雇
用
の
場
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
平
成

そ
ん
な
中
、
平
成
2121
年
２
月
に
農
業

年
２
月
に
農
業

関
係
団
体
、福
祉
団
体
、市
な
ど
が
「
名

関
係
団
体
、福
祉
団
体
、市
な
ど
が
「
名

張
市
障
害
者
ア
グ
リ
雇
用
推
進
協
議
会

張
市
障
害
者
ア
グ
リ
雇
用
推
進
協
議
会

（
以
下
、「
協
議
会
」
と
い
う
）」
を
発

（
以
下
、「
協
議
会
」
と
い
う
）」
を
発

足
さ
せ
、
障
害
者
の
農
業
分
野
で
の
就

足
さ
せ
、
障
害
者
の
農
業
分
野
で
の
就

労
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

労
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

障
害
者
の
農
業
就
労
を
応
援

障

や
農
業
収
穫
体
験
で
、
障
害
者
と
一
緒

や
農
業
収
穫
体
験
で
、
障
害
者
と
一
緒

に
作
業
を
し
た
り
、
よ
り
働
き
や
す
く

に
作
業
を
し
た
り
、
よ
り
働
き
や
す
く

な
る
よ
う
に
受
け
入
れ
農
家
と
障
害
者

な
る
よ
う
に
受
け
入
れ
農
家
と
障
害
者

の
間
で
調
整
し
た
り
す
る
活
動
を
し
て

の
間
で
調
整
し
た
り
す
る
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

就
労
体
験
に
は
、
福
祉
事
業
所
の
利

就
労
体
験
に
は
、
福
祉
事
業
所
の
利

用
者
な
ど
が
参
加
し
た
り
、
収
穫
体
験

用
者
な
ど
が
参
加
し
た
り
、
収
穫
体
験

で
は
、
伊
賀
つ
ば
さ
学
園
中
学
部
の
生

で
は
、
伊
賀
つ
ば
さ
学
園
中
学
部
の
生

徒
が
参
加
。
農
業
の
喜
び
や
、
楽
し
さ

徒
が
参
加
。
農
業
の
喜
び
や
、
楽
し
さ

を
実
感
す
る
こ
と
で
、
就
労
先
の
一
つ

を
実
感
す
る
こ
と
で
、
就
労
先
の
一
つ

と
し
て
「
農
業
」
を
意
識
し
て
も
ら
お

と
し
て
「
農
業
」
を
意
識
し
て
も
ら
お

う
と
し
て
い
ま
す
。

う
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
就
労
体
験
の
受

現
在
の
と
こ
ろ
、
就
労
体
験
の
受

け
入
れ
農
家
は
増
え
て
い
る
も
の
の
、

け
入
れ
農
家
は
増
え
て
い
る
も
の
の
、

農
業
分
野
で
の
障
害
者
の
就
労
ま
で

農
業
分
野
で
の
障
害
者
の
就
労
ま
で

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
協
議
会
で
は
、

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
協
議
会
で
は
、

今
後
、
農
業
ジ
ョ
ブ
ト
レ
ー
ナ
ー
の

今
後
、
農
業
ジ
ョ
ブ
ト
レ
ー
ナ
ー
の

活
動
機
会
を
増
や
し
、
体
験
の
充
実

活
動
機
会
を
増
や
し
、
体
験
の
充
実

や
モ
デ
ル
雇
用
な
ど
に
取
り
組
ん
で

や
モ
デ
ル
雇
用
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

い
き
ま
す
。

農業ジョブトレーナーになろうと思ったの
は、障害のある人にも農業の魅力を知っても
らいたいという思いからでした。
農業就労体験では、受け入れ農家とその日の
作業について注意点を確認し、体験者に作業
内容や安全な道具の使い方を説明した後、一

緒に農作業をしています。障害のある人に話や説明をするときは、特
別視しないということを心掛けています。当然、相手の状況を気にか
けることは大切ですが、できる限り健常者と同じように接するように
しています。
農業にはいろいろな作業があるので、障害の程度に応じて可能な作
業があると思います。まだ実際の就労には至っていませんが、まずは、
就労体験などを通して農業の魅力や仕事をすることの喜びを知っても
らえたらうれしいですね。これからも、就労に向け、障害のある人と
受け入れ農家の橋渡しをしていきたいと思います。

農業ジョブトレーナー
羽
は じ か

鹿 秀
ひでひと

仁さん（安部田）

障害のある人に農業の魅力を知ってもらいたい

農
業
就
労
を
支
援
す
る

農
業
就
労
を
支
援
す
る

農
業
ジ
ョ
ブ
ト
レ
ー
ナ
ー

農
業
ジ
ョ
ブ
ト
レ
ー
ナ
ー

▲受け入れ農家の田んぼで、福祉
事業所の利用者が農業就労体験
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わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の

身
近
な
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー 

人
権
啓
発
室 
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現
在
、
市
内
で
法
務
大
臣
の
委
嘱
を

受
け
た
人
権
擁
護
委
員
11
人
（
男
性
５

人
、女
性
６
人
）
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

経
歴
や
職
業
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
皆

さ
ん
人
権
擁
護
に
理
解
が
あ
り
、
地
域

に
根
ざ
し
た
活
動
に
か
か
わ
っ
て
き
た

人
た
ち
で
す
。
伊
賀
市
の
委
員
17
人
と

「
伊
賀
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
」
を
作

っ
て
、
互
い
に
交
流
・
連
携
し
な
が
ら

「
相
談
」
と
「
啓
発
」
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

相
談
活
動
で
は
、
法
務
局
伊
賀
支
局

で
行
う
常
設
相
談
（
毎
週
月
・
水
・
金

曜
日
）、
市
民
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
（
希

央
台
５
）
で
行
う
特
設
相
談
（
毎
月
第

２
火
曜
日
）、
社
会
福
祉
施
設
を
訪
問

し
て
行
う
特
設
相
談
、
津
地
方
法
務
局

が
開
設
す
る
各
種
の
電
話
相
談
（
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
）
な
ど
に
取
り
組
む
ほ
か
、

各
委
員
の
自
宅
へ
直
接
寄
せ
ら
れ
る
相

談
に
も
対
応
し
ま
す
。

　

内
容
に
よ
っ
て
は
、
法
務
局
や
市
役

所
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
を
取
り
合

い
な
が
ら
、
解
決
に
向
け
て
相
談
者
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

人
権
啓
発
活
動
も
大
切
で
す
。
全
て

の
人
々
が
心
豊
か
に
安
心
し
て
生
活
で

き
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
人
権
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

中
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
取
組
み
と
し

て
、
保
育
所
（
園
）・
幼
稚
園
へ
の
人

権
啓
発
訪
問
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

幼
児
に
人
権
の
大
切
さ
を
感
じ
取
っ
て

も
ら
う
た
め
に
、
人
権
を
テ
ー
マ
に
し

た
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
を
行
う
と
い

う
も
の
。
一
人
二
役
は
当
た
り
前
で
、

声
を
使
い
分
け
て
巧
み
に
演
じ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
相
談
・
啓
発
活

動
の
合
間
を
縫
う
よ
う
に
、
人
権
擁
護

活
動
に
必
要
な
最
新
情
報
や
、
相
談
者

が
安
心
し
て
相
談
で
き
る
相
談
技
術
を

身
に
つ
け
る
た
め
に
協
議
会
で
研
修
会

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
こ
の
よ
う
な
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
人
権
擁
護
委
員
っ
て
何
を
し
て
い
る
の
？
」
と
思
っ
て
い
る
人
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
号
で
は
、
人
権
擁
護
委
員
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
人
権
擁
護

委
員
の
活
動
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
人
権
擁
護
委
員
の
福
住
幸
二
さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員

大きなスクリーンを使って紙芝居の読み聞かせを行う人権擁護委員の皆さん

関
係
機
関
と
連
携
し
て

問
題
解
決
へ

保
育
所
（
園
）・
幼
稚

園
で
も
啓
発
活
動

人権週間（12月 4日日～ 10日土）にちなんだ行事

日時　12月4日日午後１時30分～
場所　アドバンスコープ ADS ホール
（松崎町）
▼人権作品の表彰と朗読発表
▼宮

みやざと

里 新
しんいち

一　Ｔａｌｋ＆Ｌｉｖｅ
　生き直しコンサート
　～ハンセン病からの解放～
　ハンセン病と闘いながら、詩を書き、
歌を歌っていた人間がいたということ
を、一人でも多くの人に知ってもらい
たい。私の生きざまを伝えたい。

■ふれ愛コンサート（入場無料・申込不要）■人権週間特設人権相談所を開設します人権週間特設人権相談所を開設します
　近所のもめごと、家庭内の問題、いじめや体罰、職場でのセクハラ
など人権侵害に関する相談に、法務大臣の委嘱を受けた人権擁護委員
が応じます。相談は無料で秘密はかたく守られます。
日時　12月1日木　午前10時～午後3時
場所　市民情報交流センター（希央台）　※申込不要

■人権作品展
　市内小・中・高・高専生、一般の
人権標語・ポスター、写真を展示
期間　12 月 1日木～ 11日日
場所　市役所 1階ロビー

■人権週間街頭啓発
日時　12月 2日金午後４時30
分～　（一部午後2時30分～）

◎市内各大型店舗と名張駅、桔梗
が丘駅周辺で啓発物品を配布

　わたしたち人権擁護委員は、人権相
談を行っていますが、「人権」という
言葉にとらわれず、どんな相談でもし
ていただきたいと思っています。「こ
んなことを聞いていいのかな」と思う
こともどんどん気軽に相談していただ
きたいですね。どこに相談したらいい
か分からないときにはわたしたちが、
専門の相談機関へと橋渡しさせていた
だきます。
　人権擁護委員の活動として相談以外
にも、子どもたちがいじめなどの悩み

を手紙で相談できる「子どもの人権Ｓ
ＯＳミニレター」を学校に届けたり、
子どもたちから法務局に届くミニレタ
ーに返事を書いたりしています。親
や先生にありのままの自分を出せない
子どもたちが増えています。手紙を書
いてくれた子どもたちが、元気や勇気
を持てるきっかけとなってくれればと
思います。これからも、子どもたちに
は、自分自身がみんなから大切にされ
ている存在と知ってもらえるような活
動をしていきたいですね。

人権擁護委員
福住 幸二さん
（蔵持町原出）

人権擁護委員
（敬称略・順不同）自分が大切にされている存在と知ってほしい
北川 廣一（百合が丘西3）
奥野 保

やすぞう

三（大屋戸）
國富 靜代（つつじが丘南7）
福田 悦子（上八町）
福住 幸二（蔵持町原出）
山本 佳世（桔梗が丘3）
田畑 千

ち よ の

代野（東田原）
森嶋 秀和（赤目町柏原）
植野 あさ子（桔梗が丘5）
久
く は ら

原 宏（つつじが丘北10）
坂井 啓

ひ ろ こ

子（下比奈知）
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開館時間　午前9時 
 30分～午後5時

※日・月曜日、祝日（月曜
日が祝日のときは翌日休
館）、年末年始は休館
▼「はじめて広場」　12月9
日金 午前10時30分～
☆「かがやき」を利用した
ことがない人は、気軽に
ご参加ください。
▼親子で遊ぼう　12月17日土…ラ・ペスカ
によるクリスマスコンサート
　12月14日水…クリスマスリースづくり
（材料費50円）※いずれも午前10時45分～

か
が
や
き

か
が
や
き

  

大
好
き
！

大
好
き
！

田中咲
さ や

優ちゃん、
音
おと は

羽ちゃん
（桔梗が丘西）

 こども支援センターかがやき
　　（桔梗が丘西 3）　 67‐0250

こども支援センター かがやき催物 もうすぐお正月 !!
みんなで凧を作って祝おう

「手作り教室（正月向けの寄せ
植え）」および「元気体操」

給与所得者の個人住民税は
「特別徴収」で納税を

日時　12月25日日  午前9時30分～正午
場所　勤労者福祉会館（夏見）
内容　山口地方の凧「泣き鬼」を作ります。
対象　保護者が同伴または送迎できる人
定員　30人　※先着順　　参加費　500円
持ち物　絵の具・絵筆またはクレヨン
申込　12月11日日までに電話またはファクス
で問い合わせ先へ

 夢と技の伝承カーペンター（田鍋）
    68‐0284

日時　12月9日金　午後1時30分～3時30分
場所　㈳名張市シルバー人材センター（丸之内）
講師　稲森 敏昭さん（名張園芸福祉ボランテ
ィアの会）

対象　市内在住の60歳以上の人
定員　25人 ※先着順
参加費　1,000円（材料代）
申込　12月2日金までに電話で問い合わせ先へ

 ㈳名張市シルバー人材センター
　  63‐6800

　給与所得者（パート・アルバイトなどを含
む）の個人住民税（市民税と県民税）は、法
令により、事業者が給与から特別徴収（天引
き）して、給与所得者に代わって市に納税す
ることになっています。
　すべての従業員から特別徴収を行っていな
い会社などは特別徴収への切り替えをお願い
します。
＜事業者の皆さんへ＞　所得税は源泉徴収し
ているが、個人住民税は特別徴収していない
ということはありませんか。
　税額の計算は市で行います。所得税のよう
に税額の計算や年末調整をする手間はかかり
ません。
＜従業員の皆さんへ＞　特別徴収することで
納税の手間が省けます。また、普通徴収が原
則4回払いに対して、12回払いとなるので1回
あたりの負担が減ります。

 課税室　  63‐7429

名張桔梗丘高校 図書館ミニミニ講座「彩
さいぎょく

玉ボードで作る簡単表札」  日時　12月16日金 午後4時～6時　場所　名張桔梗丘高校　講師　松井 千
ち か

夏さん（名張桔梗
丘高校書道教諭）　定員　20人　※先着順　参加費　500円程度（材料費）　申込　事前に電話で問い合わせ先へ　　  名張桔梗丘高校　  65‐1721

12月の献血  地域医療室
　  63‐6970

●日時　12月2日金 午前9時30分～午後零時
30分、午後2時～4時　　

　場所　市役所
●日時　12月14日水 午後２時～４時
　場所　イオン名張店（元町）

　

わ
た
し
は
、
小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
同

和
問
題
に
つ
い
て
学
ん
で
き
ま
し
た
。

で
す
か
ら
「
わ
た
し
に
は
差
別
意
識
は

な
い
」
と
自
負
し
て
い
ま
し
た
。

　

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
も
、
と
り
わ

け
人
と
の
か
か
わ
り
を
大
切
に
す
る
職

場
で
あ
り
、「
人
権
」
を
意
識
す
る
毎

日
で
し
た
。
で
も
、
そ
れ
は
仕
事
と
い

う
枠
の
中
で
の
こ
と
で
、
自
分
自
身
の

こ
と
と
し
て
本
気
で
取
り
組
ん
で
は
い

な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
の
こ
と
に
気
づ

か
せ
て
く
れ
た
の
は
、
こ
ん
な
出
来
事

が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

数
年
前
、
地
域
で

の
同
和
問
題
の
研
修

会
に
参
加
し
た
と

き
、
あ
る
参
加
者
が
、

「
こ
ん
な
ん
す
る
か

ら
、
逆
に
差
別
が
な

く
な
ら
へ
ん
ね
ん
」

と
言
っ
て
い
る
の
を

聞
き
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
「
正
し

い
こ
と
を
知
ら
な
い

か
ら
な
く
な
ら
な
い

の
に
、
何
を
言
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
」

と
内
心
反
発
し
ま
し
た
。
で
も
、
そ
こ

に
い
た
の
は
「
そ
れ
は
お
か
し
い
で
す

よ
」
と
言
え
ず
「
し
ょ
う
が
な
い
な
ぁ
」

と
流
し
て
し
ま
っ
た
わ
た
し
で
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
、
被
差
別

部
落
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
参
加
し

ま
し
た
。
わ
た
し
た
ち
を
案
内
し
て
く

れ
た
被
差
別
部
落
の
青
年
は
、
子
ど
も

の
こ
ろ
の
被
差
別
体
験
や
、
見
え
に
く

く
な
っ
た
と
い
わ
れ
な
が
ら
も
決
し
て

な
く
な
っ
て
は
い
な
い
部
落
差
別
の
現

状
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
彼
が
、「
子
ど
も
の
時
も
、

大
人
に
な
っ

て
か
ら
も
、

部
落
問
題
学

習
の
時
間
や

研
修
会
が
嫌

だ
っ
た
。『
こ
ん
な
こ
と
し
て
も
差
別

は
な
く
な
ら
な
い
』
と
思
っ
て
い
た
」

と
話
し
ま
し
た
。「
あ
の
時
の
参
加
者

と
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る

…
」
わ
た
し
は
混
乱
し
ま
し
た
。

　

彼
は
続
け
て
、「
一
人
ひ
と
り
が
自

分
自
身
の
こ
と
に
置
き
換
え
て
本
気
で

考
え
て
行
動
し
て
ほ
し
い
。ぼ
く
が『
こ

ん
な
こ
と
し
て
も

差
別
は
な
く
な
ら

な
い
』
と
思
っ
て
い

た
の
は
、
学
習
や

研
修
を
受
け
て
も
、

ほ
と
ん
ど
の
人
が

他
人
事
と
考
え
て

本
気
に
な
ら
な
い

こ
と
へ
の
い
ら
立

ち
だ
っ
た
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
聞
い
て
、

同
じ
よ
う
な
言
葉
で
も
、
そ
こ
に
込
め

ら
れ
た
思
い
は
ま
っ
た
く
違
う
こ
と
を

知
り
、頭
で
は
理
解
し
た
つ
も
り
で
も
、

実
は
「
他
人
事
」
と
思
っ
て
い
た
あ
の

時
の
わ
た
し
が
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。

　

彼
の
話
を
聞
く
わ
た
し
の
前
を
、
右

か
ら
左
へ
同
じ
道
幅
で
変
わ
り
な
く
伸

び
て
い
る
道
路
。
そ
れ
な
の
に
「
こ
こ

か
ら
先
は
違
う
と
こ
ろ
」
と
さ
れ
、
差

別
の
対
象
と
さ
れ
る
不
合
理
。「
絶
対

お
か
し
い
！
」
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ

と
が
な
い
感
情
が
、
わ
た
し
の
中
に
生

ま
れ
た
の
で
し
た
。

ひまわり

～人権尊重をくらしのなかに～～人権尊重をくらしのなかに～
ご意見・ご感想は人権啓発室（ご意見・ご感想は人権啓発室（ 63‐7909）へ63‐7909）へ

No. 380

国津の杜
も り

の行事
はぐくみ工房あららぎ   62‐6920

草木染教室  栗の皮とコチニールでシルク
ストールを染めましょう。

日時　12月 9日金  午前 9時 30分～正午
講師　楢

ならもと

本 美
み よ こ

代子さん　　定員　10人
参加費　2,000 円
持ち物　作業しやすい服装、タオル、エプロ
ン、ゴム手袋
木工教室 お正月の花を植える木製のプランター

を作りましょう（縦30cm・横65cm・高さ25cm）。
日時　12月 10日土  午前 9時 30分～正午
講師　新

あたらし

 忠勝さん、山口 尚彦さん
定員　10人　参加費　1,500 円
持ち物　作業しやすい服装、タオル、軍手
韓国料理教室 本場のメニューに挑戦！
韓国式さしみ丼、もやしチャプチェなど

日時　12月 10日土  午前 10時～正午
講師　李

イ

 辰
チンスク

淑さん
定員　10人　参加費　1,300 円
持ち物　エプロン、三角巾、タオル
陶芸教室  
信楽の土で「長皿５枚組」を作りましょう。

日時　12月 13日火  午前 9時 30分～正午
講師　中嶋 泰子さん　　定員　10人
参加費　2,200 円
持ち物　作業しやすい服装、タオル、エプロン

☆　☆　☆　☆　☆
申込　11月 28日月から12月 5日月までに、
電話で問い合わせ先へ　※先着順。参加者
が少ない場合は中止。参加費は材料費を含む

農業用使用済プラスチックの
リサイクル回収（有料）を実施

　農業プラスチック類は野焼きが禁止されてい
ます。「農業使用済プラスチック」の処分を希望
する人は下記のとおり搬入してください。
日時　12月18日日 午前9時～午後3時
場所　JA伊賀南部カントリーエレベーター駐
車場（上小波田）

対象　ハウス用被覆ビニール、畦シート、肥
料の空袋、育苗箱など

処理費用　1kgあたり80円（消費税込み）
◎詳しくは問い合わせ先へ

 JA伊賀南部配送センター
　  0120‐370‐931

「「
絶
対
お
か
し

絶
対
お
か
し
いい
」」と
思
っ
た
日

と
思
っ
た
日
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伊賀地域二次救急実施病院
12月【小児科以外の診療科】【小児科以外の診療科】

 健康福祉政策室　 63‐7579

◎受け入れ対象は、重症患者です。実施日以外は救急
受け入れを行いません。
◎名張市立病院小児科の時間外の二次救急は、市立病
院の二次救急実施日に実施

◎岡波総合病院小児二次救急は、かかりつけ医、また
は、応急診療所の紹介、救急車での搬送による入院
が必要な重症患者の場合のみ受け入れを行います。
受診後は必ず入院となります。

名張市立病院（ 61‐1100）
◆救急車での搬送以外は必ず事前にご連絡ください。
上野総合市民病院（ 24‐1111）
◆開業医・応急診療所の紹介、救急車での搬送のみ受け入れ
岡波総合病院（ 21‐3135）
◆救急車での搬送以外は必ず事前にご連絡ください。

☆三重県救急医療情報センターコールセンター（ 64‐
1199）…24時間体制で受診可能な医療機関を紹介

◎
救
急
車
の
適
正
利
用
を
お
願
い
し
ま
す

実
施
時
間
帯

◆平日…午後 5時～翌日午前 8時 45分
◆土・日曜日、祝日…午前 8時 45 分～
翌日午前 8時 45分

※ただし、岡波総合病院は、月曜日…午後
5時～翌日午前 9時／第 2・4 日曜日、
祝日…午前 9時～翌日午前 8時 45分　
◆平日昼間午前8時45分～午後5時は、
名張市立病院で二次救急を実施

☆みえ子ども医療ダイヤル（ ＃
シャープ

8000）…子どもの急病
やケガの無料相談（毎日午後 7時 30分～ 11時 30分）

売却地　滝之原 3905 番他 20筆（31,704.18 ㎡）
最低売払い価格
　8,500 万円
応募期限　
　12月 22日木まで
◎公募要項は市役所 4
階管財室で配布して
います。市ホームペ
ージからも出力可。
応募方法など詳しくは問い合わせ先へ

 管財室　 63‐7336

斎場

国道165号

斎場

滝之原
工業団地

売却地

「滝之原市有地公募売却」
事業者を再募集しています

田舎の味おばあちゃん講座
甘口こうじみそづくり

日時　平成24年1月17日火～20日金、1月24
日火～27日金　▼午前の部9時～▼午後の
部1時30分～

場所　農業研修センター　（蔵持町芝出）
内容　地元産大豆を使った無添加で簡単にで
きるこうじみそづくり（5kg）

対象　市内在住の人
定員　各12人　※希望者多数の場合は抽選
参加費　2,300円
申込　11月28日月から12月7日水（消印有
効）までに、往復はがきに「みそづくり希
望」、参加希望日（午前・午後の別）、住
所、氏名、年齢、電話番号
を書いて農業研修センター
（〒518‐0751 蔵持町芝出
6）へ　※1人1枚で申込（複
数の希望者の明記は無効）

 なばり農業担い手育成会
（みどりのふれあいグループ） 

　  63‐7129

安全
心
ライフ

年末の交通安全県民運動を実施 　高齢者が運転する大型バイクに
よる死亡事故が、10月9日、市内
で起きました。これにより、市の
交通死亡事故ゼロは401日で途絶え
ました。市では「交通死亡事故撲
滅」に向けて引き続き取組みを進
めていきます。市民の皆さんも交
通ルールを守り、交通事故をなく
すようにご協力をお願いします。

12月11日日～20日火
①子どもと高齢者の交通事故防止（特

に、夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交
通安全対策の推進）

　②すべての座席のシートベルトとチャイルドシート
の正しい着用の徹底　　③飲酒運転の根絶

 実 施 期 間
 運動の重点

 都市計画室　 63‐7749

　観阿弥祭が、11月6日、観阿弥ふるさと公園
で開催されました。地元の能楽愛好者による
連吟や仕舞の奉納のあと、子ども狂言の会が
狂言と連吟を披露しました。

観阿弥創座の地で
連吟や仕舞を奉納“観阿弥祭”
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